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学校番号 3009 

 

令和５年度 工業科（グラフィックデザイン系） 

 

教科 
工業科 

(グラフィック
デザイン系) 

科目 デザイン製図 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 デザイン製図（実教出版） 

副教材等 自作プリント資料 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

アドビイラストレータ操作技術をさらに高めながら、ＤＴＰ作業に必要な、作画技術・文字処理・

レイアウト等の知識を身に付け、作品の完成度を上げていきます。 

２ 学習の到達目標 

・ＤＴＰにおける作業工程を理解し、製作技術者目線での作品作りが出来るようにする。 

・イラストレータ操作技術を習熟させ、サーティファイイラストレータ検定エキスパートレベルま

で高める。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

デザイン製図に関

する課題について

関心をもち、その改

善・向上をめざして

主体的に取り組も

うとするとともに、

実践的な態度を身

に付けている。 

デザイン製図に関す

る諸課題の解決をめ

ざして思考を深め、基

礎的・基本的な知識と

技術を基に、技術者と

して適切に判断し、表

現する創造的な能力

を身に付けている。 

デザイン製図に関

する基礎的・基本的

な技術を身に付け、

環境に配慮し、もの

づくりを合理的に

計画し、その技術を

適切に活用してい

る。 

デザイン製図に関す

る基礎的・基本的な

知識を身に付け、現

代社会における工業

の意義や役割を理解

している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

課題作品 

観察記録表 

レポート、発表 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

課題作品 

観察記録表 

レポート、発表 

自己評価・相互評価 

等 

定期考査 

学習状況の観察 

課題作品 

観察記録表 

自己評価・相互評価 

等 

定期考査 

学習状況の観察 

課題作品 

観察記録表 

レポート、発表 

自己評価・相互評価 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前

期 

文
様 

・見本を忠実に再現 

・Illustrator にて制作 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

a:ＤＴＰ技術に関心を持ち、イメー

ジ化について理解する。これから

の学習に意欲を高めている。 

b: 身に付けた技術を駆使して、いか

に見本の作品が描かれているかを

思考・判断し、表現している。 

c:製版ルールに基づき、基礎的・基

本的な技術を身に付けるととも

に、製作工程を合理的に計画し実

施することができている。 

d:ＤＴＰ作業に関する基礎的・基本

的な知識を身に付け、現代社会に

おける印刷物や視覚表現の意義や

役割を理解している。 

定期考査 

学習状況の観

察 

課題作品 

観察記録表 

レポート、発表 

自己評価・相

互評価 等 

レ
イ
ア
ウ
ト 

・レイアウトパターンの

種類と特徴を学習 

・Illustrator にて制作 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

◎ 

 

◎ 

 

後
期 

文
字 

・文字効果の種類と特

徴を学習 

•Illustrator にて制作 

◎ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

a:コンセプトに沿ったデザインや効

果を施すころに関心を持ち、形や色

彩などの働きを考えながら構想を

練ったり、表現したりしようとして

いる。 

b:条件や目的などから、形や色彩など

の働きを考えて表現の構想を練っ

ている。 

c:使用ソフト特性を生かし、表現方法

を工夫して、条件や計画を基に表現

している。 

d:印刷物作成に関する基礎的・基本的

な知識を身に付け、現代社会におけ

る広告物や視覚表現の意義や役割

を理解している。 

 

 

定期考査 

学習状況の観

察 

課題作品 

観察記録表 

レポート、発表 

自己評価・相

互評価 等 

広
告
デ
ザ
イ
ン 

・トレース＆模写 

・コンセプトメイキング 

•Illustrator にて制作 

○ 

○ 

○ 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

 

表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。◎は、その中でも特に重点的に評価を行う観点である。 


